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 要配慮者・観光客 第11編

 

11.1 概要 

大分県において災害が発生した際に問題となる、①要配慮者、②観光客について、国勢調査に

おいては対象外となるが、別途統計資料等から大分県内の状況をまとめる。 

 

11.2 要配慮者 

平成 25年の災害対策基本法の改正に伴い、高齢者、障がい者、乳幼児、妊婦など、災害時にお

いて特に配慮を要する人を「要配慮者」と呼ぶ。また、災害等が発生、発生する恐れのある場合

に、自ら避難することが困難であるため、円滑かつ迅速な避難の確保などの支援を要する人を「避

難行動要支援者」と呼ぶ。 

大分県福祉保健部では、避難行動時は「避難行動要支援者」、避難生活時は「要配慮者」と区分

しており、避難行動要支援者について、市町村別に整理すると表 11-1のようになる。 

 

災害発生時の避難や災害発生後の生活において、下記のようなことが想定される。 

 

ア 避難行動 

① 避難行動がとれないことによる人的被害の可能性 

 避難行動が遅れ、津波に巻き込まれる。 

 避難指示などの避難等情報が理解できないために、地震や津波による危険回避がで

きない。 

 移動に必要な担架等の資機材が不足している。 

 外国人など言葉が通じないことで、災害や避難等の情報を得ることができない。 

② 事前把握が行われていないことによる避難支援の困難 

 避難支援が必要な対象者が事前に把握されていないため、要援護者が避難できず、

津波に巻き込まれる 

③ 社会福祉施設等の倒壊、浸水 

 

イ 生活支障 

① 慢性疾患に対する治療の困難 

 停電により、人工呼吸器や自動吸引器、人工透析の機器が稼働せず、生命維持が困

難になる。 

② 飲料水や食料、医薬品等が数日間供給不足となり、手当てが必要な要援護者等が死

亡する。 

③ 視覚障がい者等障がい者が、避難所等に避難後、住み慣れない環境下で日常生活が

困難になる。 

④ 避難所生活の困難 

 プライバシーや衛生上の問題等、避難所生活にストレスが生じ、要援護者の健康面
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や精神面で支障がでる。 

 介護職員や手話通訳者等の専門要員が不足している。 

 外国人など、一般の避難者と食事や生活様式の違いからトラブルが生じる。 

⑤ 食事面での困難 

 薬やアレルギー対応食、高齢者向けのおかゆなど特別食が手配できない。 

 アレルギーのため、避難所で配布される食事をとることができない。 

⑥ 福祉避難所等の開設が遅れ、多くの要援護者が困難な避難所生活を強いられる。 

 県外避難先の確保や専門職の確保ができず、生命維持が困難になる。 
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表 11-1 市町村別の避難行動要支援者数 

市町村名 総人口 
避難行動要支

援者(人) 

大分市 478,146 7,908 

別府市 122,138 6,369 

中津市 83,965 5,361 

日田市 66,523 7,144 

佐伯市 72,211 3,823 

臼杵市 38,748 1,436 

津久見市 17,969 395 

竹田市 22,332 1,546 

豊後高田市 22,853 2,400 

杵築市 30,185 5,447 

宇佐市 56,258 2,302 

豊後大野市 36,584 2,570 

由布市 34,262 2,316 

国東市 28,647 2,884 

姫島村 1,991 84 

日出町 28,058 5,331 

九重町 9,645 259 

玖珠町 15,823 2,419 

計 1,166,338 59,994 
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11.3 観光客 

大分県統計より市町村別の観光客及び観光客数係数を以下の仮定より求めた。 

ここで、前回調査で利用した「平成１７年大分県観光動態調査結果」では、市町村別、日帰り

客などが整理されていたが、それ以降の調査は宿泊客のみ、かつ一部市町村のみとなっているた

め、本調査で更新を行っていない。 

 宿泊客＝夜間観光客人口（5 時）、日帰り客＋宿泊客＝昼間観光客人口（12 時）とした。 

 昼間人口から夜間人口への移行は午後 4 時から 9 時までの間に直線的であるとした。 

 冬（12 月・1 月・2 月）及び夏（7 月・8 月・9 月）の観光客割合を宿泊数の月別構成比より

求めた。 

 市町村別の人口に対する比率を観光客係数とした。 

 大分県から他県・他国に観光に出る人口は考慮していない。 

 

表 11-2 市町村別１日の観光人口 

 

(単位  人､%)

客  数※1 観光客係数 客  数 観光客係数 客  数 観光客係数

県 20,021     102% 157,031    113% 88,483     107%

大 分 市 1,952      100% 10,032     102% 6,590      101%

別 府 市 10,980     109% 31,908     125% 24,090     119%

中 津 市 447        101% 9,782      111% 6,453      107%

日 田 市 1,184      102% 19,361     125% 10,364     113%

佐 伯 市 235        100% 11,495     114% 4,454      105%

臼 杵 市 103        100% 1,610      104% 1,128      103%

津 久 見 市 68         100% 469        102% 328        101%

竹 田 市 670        102% 13,881     148% 5,095      117%

豊後高田市 101        100% 2,746      110% 1,355      105%

杵 築 市 279        101% 2,304      107% 1,589      105%

宇 佐 市 244        100% 10,990     118% 5,581      109%

豊後大野市 79         100% 9,122      121% 4,581      111%

由 布 市 2,103      106% 11,850     134% 7,021      120%

国 東 市 140        100% 2,605      107% 1,114      103%

姫 島 村 38         101% 118        104% 91         103%

日 出 町 557        102% 2,627      110% 1,907      108%

九 重 町 757        107% 14,229     223% 5,490      148%

玖 珠 町 84         100% 1,900      110% 1,251      107%

市町村

※1：1日当たり

夏※3・12時 冬・18時

観光客人口

※3：7～9月の平均

※2：12～2月の平均

冬※2・5時
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